
■ 充実した現代史を公民学習につなげる
10章「現代の日本と世界」に15テーマをあてました。歴史を今日の課題と結びつけ、
よりよい社会の実現に向けて考えられるようにしました。

主権者として
現代の課題に向き合う

主権者としての学び
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̶ 微
び

力
りょく

だけど無力じゃないーー被爆者の心を世界に伝える高校生 ̶ 
　　　1998年のインド・パキスタン核

かく
実
じっ
験
けん
がきっかけとなり，長崎では，高

こう
校
こう
生
せい
平
へい
和
わ
大
たい
使
し
を国連へ派

は
遣
けん
することにした。その後，

高校生自らが，核兵器廃絶をめざす「高校生1万人署名活動」を始め，各地の若者へ広がった。韓国では，在
ざい
韓
かん
被
ひ
爆
ばく
者
しゃ
や被爆２世・

３世，現地の高校生たちとともに，原爆写真展を開
かい
催
さい
し署名を集めている。「ミサイルよりもえんぴつを！」を合言葉に，アジア

の子どもたちへ文房具を贈
おく
り，フィリピンの高校生との平和交流も始まった。

　各地で集めた署名は，毎年，高校生平和大使が国
こく
際
さい
連
れん
合
ごう
軍
ぐん
縮
しゅく
局
きょく
に届けている。これらの継

けい
続
ぞく
した活動が認められ，2018年，ノー

ベル平和賞候補として推
すい
薦
せん
されることになった。高校生たちは，「微力だけど無力じゃない」を胸に，核兵器廃絶と平和な世界の

実現をめざし，未来を拓
ひら
く活動を続けている。

□3 原爆の子の像（広島平和記念公園）

□4 原子力平和利用博覧会（1956年　広島）／全
国を巡

じゅん
回
かい
したが，広島では平和記念資料館が会

場になった。〈中国新聞社提供〉
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　太平洋のビキニ環
かん

礁
しょう

から北東150kmの海で，第五福竜丸はマグロ漁を

していました。1954年３月１日早朝，水平線上にせん光が走り，ごう音

がとどろきました。やがて灰色の雲が空をおおい，船の甲
かん

板
ぱん

には，白い

灰が降り積もって，靴
くつ

のあとがつきました。

　乗組員は目や頭の痛み，吐
は

き気
け

を訴
うった

えました。皮
ひ

膚
ふ

に水ぶくれができ，

髪
かみ

の毛が抜
ぬ

ける人もでました。14日に焼
やい

津
づ

港
こう

（静岡県）に帰り着いて，

乗組員23人はすぐ入院し，急
きゅう

性
せい

放
ほう

射
しゃ

線
せん

症
しょう

と診
しん

断
だん

されました。

　白い灰は，アメリカがビキニ環礁で行った水
すい

爆
ばく

実
じっ

験
けん

によるものでした。

この水爆の破
は

壊
かい

力
りょく

は，広
ひろ

島
しま

型
がた

原
げん

爆
ばく

の1000倍もあり，4500km離れた日

本でも，放射能を帯びた雨が降りました。乗組員の久
く

保
ぼ

山
やま

愛
あい

吉
きち

が，「原
げん

水
すい

爆
ばく

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

は私を最後にしてほしい」という言葉をのこして，９月に死

亡しました。

　11月には，映画『ゴジラ』が公開されました。水爆実験ですみかを破

壊された怪
かい

獣
じゅう

ゴジラが，東京を襲
おそ

うという話です。

　５月に東京都杉
すぎ

並
なみ

区
く

の主婦たちが，原水爆禁止署名運動を始めました。

運動は「原爆を許すまじ」の歌声とともに全国に広がり，署名数は3200

万人を超
こ

えました。1955年８月，広島市で原
げん

水
すい

爆
ばく

禁
きん

止
し

世
せ

界
かい

大
たい

会
かい

が開かれ，

被
ひ

爆
ばく

者
しゃ

や久保山愛吉の遺
い

族
ぞく

が，核
かく

兵
へい

器
き

の廃
はい

絶
ぜつ

を訴えました。

　連合国軍の占
せん

領
りょう

下
か

では，被爆者は被害の実態や苦しみを発表すること

が禁じられ，病気や生活を援
えん

護
ご

する対策も行われませんでした。

　被爆後10年が過ぎると，白
はっ

血
けつ

病
びょう

を発
はっ

症
しょう

する被爆者が増えました。12

歳
さい

の佐
さ

々
さ

木
き

禎
さだ

子
こ

は，病気をなおす願いをこめて，病院で千
せん

羽
ば

鶴
づる

を折り続

けましたが，1955年10月に死去しました。同級生たちは，原爆で亡
な

くなっ

た子どもの記念像を建てようとよびかけました。全国の学校で賛同する

声が広がり，３年後に「原爆の子の像」が建てられました。

　アメリカもソ連も，「核兵器の力で脅
きょう

威
い

をあたえ，相手に攻
こう

撃
げき

を思いと

どまらせる」と主張して，核兵器の開発と実験をくり返しました。核戦

争が起こるのではないかという，不安と恐
きょう

怖
ふ

が世界に広がりました。

　そこで，アメリカの大統領は，原子力は平和利用できると国連で演説

し，平和利用を推進する国際機関がつくられました。日本でも，アメリ

カの働きかけによって，1955 年から原
げん

子
し

力
りょく

平
へい

和
わ

利
り

用
よう

博
はく

覧
らん

会
かい

が各地で開

かれ，この年，原
げん

子
し

力
りょく

基
き

本
ほん

法
ほう

が制定されました。原子力発電の危険性は，

国民には伝えられませんでした。アメリカは，西側の陣
じん

営
えい

の国には，原

子力発電の技術と核
かく

燃
ねん

料
りょう

を提供しました。

　日本では，1963年に実験用の原
げん

子
し

炉
ろ

で初めて発電が行われ，『鉄
てつ

腕
わん

ア

トム』のテレビ放映が始まりました。1970年，敦
つる

賀
が

原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

（福井

県）からの電気で，大
おお

阪
さか

万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

の開会式の灯
あか

りがともされました。

■ 原爆を許すまじ

■ 原子力の夢を追う

□1 第
だい
五
ご
福
ふく
竜
りゅう
丸
まる
の被

ひ
ばくを伝える新聞〈「読売新聞」1954年３月16日〉

□2 映画『ゴジラ』のポスター〈©作品年度（1954年）TOHO CO.,LTD.〉

□5 中
なか
沢
ざわ
啓
けい
治
じ
『はだしのゲン』英語版／

作者の体験をもとにした作品。多くの国で
出版されている。

□6 国連軍縮会議に出席した高校生たち／外
務省ユース非

ひ
核
かく
特
とく
使
し
としてスピーチを行った。

（2016年 スイス・ジュネーブ）〈平和活動支援
センター提供〉

アメリカとソ連の原子力開発競争
1945年 アメリカが広島・長崎に原爆 
 投下
1946年 アメリカがビキニ環礁で原爆 
 実験
1949年 ソ連が原爆実験
1952年 アメリカが水爆実験
1953年 ソ連が水爆実験
1954年 ソ連が実用的な原子力発電

所を運転する
1957年 アメリカが商業用の原子力発

電所を運転する

ビキニ環礁での水爆実験
実験場から240kmにあるロンゲラッ
プ島の住民が被

ひ
ばくし，ほかの島への

移住をアメリカに強制された。

原子力基本法
第２条　 原子力利用は，平和の目的に
限り，安全の確保を旨

むね
として，民主的な

運営の下
もと
に， 自主的にこれを行うもの

とし，その成果を公開し，進んで国際協
力に資するものとする。　　　

（一部）

■ 死の灰をあびた第
だい

五
ご

福
ふく

竜
りゅう

丸
まる

ゴジラの怒り、サダコの願い ̶原水禁運動̶（6）
映画『ゴジラ』が大ヒットしたのはなぜか。人びとは原水爆と原子力発電をどう考えていたのか。

原爆を許すまじ
浅
あさ
田
だ
石
せき
二
じ
作詞　木

きの
下
した
航
こう
二
じ
作曲

ふるさとの街やかれ

みよりの骨うめし焼
やけ
土
つち
に

今は白い花咲
さ
く

ああ許すまじ原爆を

三
み
度
たび
許すまじ原爆を

われらの街に

＊佐々木禎子もこの歌をよく口ずさん
　だという。

原水禁運動

突然、原爆症を発症し
た佐々木禎子（12歳）の
願いに寄りそって、戦後
の世界を見つめます。

東日本大震災の教訓を
木碑に書く高校生たち。
木を使ったことには、あ
る思いがありました。
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